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・丹波春日の湧水の水質特性によるおいしさの要因を明らかにすること
・おいしさの環境要因を探ること

今後の課題

キーワード
１．おいしい水 → おいしい水研究会（旧厚生省）の“おいしい水の要件”を参考に、

苦味と酸味を判断する

２．付加体 → 海洋堆積物がプレートの沈み込みにともない、大陸プレート側に
押しつけられた構造

３．ヘキサ図 → 水が含む各種イオンの濃度を水平軸にプロットし、各点を結んで
できる六角形。水質を視覚的に分類・把握できる

４．Sr同位体比→ ⁸⁷Sr/ ⁸⁶Srのこと。岩石の形成年代を知ることができる
岩石のSr同位体比はその岩石を透過する水にも影響を及ぼすため、
水のSr同位体比により、どの岩石由来であるかがわかる
また、Srは水のおいしさに影響するCaと性質が似ているため、

水の味に影響する地質的要因を知ることができる

②班内テイスティング
＜目的＞
水の味に違いがあるのかを確かめる

＜方法＞
・水温を15℃付近で統一
・苦味・酸味を、1（弱）～3（強）で評価

丹波市春日町の湧水は地域の家庭用水として使われており、雑味がなくおいしいと感じた。そこで、この水のおいしさの要因を探ることにした

目的

①校内（117名）テイスティング
＜目的＞
丹波春日の湧水の一般的なおいしさを立証する
※比較対象として使用した水

“おいしい水六甲（アサヒ飲料株式会社）”

＜方法＞
・水温を15℃付近で統一
・苦味・酸味を、１（弱）～5（強）で評価
・苦味、酸味に加えて“おいしさ”についても、

1（弱）～5（強）で評価

＜結果＞
丹波春日の湧水は、おいしい水六甲と同様、
一般的においしいといえる

＜テイスティング項目の設定＞
・硬度→   苦味 ・遊離炭酸→  酸味

１．硬度・pH・イオンバランス

２．Sr同位体比

pH：6.5 硬度：5.4mg/L
①丹波春日の湧水 ②おいしい水六甲

pH：7.0 硬度：32mg/L

おいしい水六甲 丹波春日の湧水

水のSr同位体比 0.708 0.713

岩石のSr同位体比 0.708 0.724

・丹波春日の湧水が弱酸性を示すことの環境要因を特定する
・採水地点の地質が丹波春日の湧水と同じである、京都市伏見区の御香水についてさらに詳しく調べる

・丹波春日の湧水のおいしさの要因は、弱酸性でありイオン濃度が低いため、
硬度が低く、雑味が少ないことである
・イオン濃度が低い値となる環境要因は、採水地の地質が硬くて緻密なチャート層を
含む付加体であることによる

３．ヘキサ図（一例）
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２. 付加体

＜兵庫県＞ ＜長野県松本市周辺＞
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＜結果＞
採水地点によって味の違いがある

＜結果＞
おいしい水六甲と採水地の堆積岩体のSr同位体比は一致した。また、丹波春日の湧水が採水地
のチャートのSr同位体比に近い値であることより、これらの水は採水地の地質に由来する

＜結果＞ pH ：丹波春日の湧水は弱酸性、おいしい水六甲は中性を示した
硬度：丹波春日の湧水の方が低い値をとっている
イオンバランス：ヘキサ図の形より、ともにナトリウム重炭酸型であるが、

丹波春日の湧水の方がイオン濃度が低い
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